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令和5年1月第1回臨時会
補正予算など7議案を審議

1月27日

一 般 会 計
総務課

○教育費   107万円
・小学校（4万円）、中学校（61万円）の
燃料費を増額
・新型コロナウイルス対策として、中学校
の空気清浄機購入費（42万円）

○農林水産業費   146万円○総務費   569万円（国費含む）
・保育園・小中学校の児童・生徒・教職員
を対象とした２回分の抗原検査キット
購入費（213万円）
・感染症対策によるリモート会議用のパソ
コン購入費（264万円）
・村長選挙運動用公費負担金の増額
　　　　　　　　　　　  （92万円）

○商工費   ▲1,754万円（国費含む）

産業課

・信用保証協会補給金の実績による増額
　　　　　　　　　　　　 （120万円）
・村内誘客対策事業費の減額（▲2,550万円）
・燃料高騰に伴う指定管理委託料の増額
（馬曲温泉：170万円、内山和紙体験の
家：5万円、観光交流センター：18万円）
・観光施設特別会計操出金（480万円）
・地域おこし協力隊の実績による報酬の
増額（３万円）

・家畜飼料等の価格高騰により、影響を受
けている畜産農家への支援を継続する
ための家畜飼料高騰対策補助金を増額
　　　　　　　　　　　　　（100万円）
・農業集落排水事業会計への繰出金（46万円）

令和４年度 一般会計補正予算（第８号） 3,624万円 増額
　　　　（総額40億3,904万円）

１月臨時会が開かれ、審議の結果、次のとおり全会一致で可決しました。

・18歳以下を対象に１人当たり２万円を
給付する「子育て世帯生活応援給付金
事業費」

令和４年度 主な補正予算 （千円以下四捨五入） ▲は減額 可  決

◆議員の辞職について
　江田 宏子議員から令和５年１月10日
に、丸山 邦久議員から１月11日に、議長
に辞職したい旨の願が出されました。
これをそれぞれ同日受理、許可しました。

議 長 報 告

◆副議長の選出について
　議員辞職に伴う副議長の選挙を行い、
議長の指名推薦により選出しました。

・副議長　土屋喜久夫　議員

選　挙

○民生費   1,258万円（国費含む）
子育て支援課

○土木費   3,198万円

○農林水産業費   101万円

建設課

・令和５年度の林道清水平線の改良工事
を早期に進めるための設計委託料

・除雪委託料（2,000万円）
・無散水道路修繕費（133万円）
・下水道事業操出金（1,065万円）

特 別 会 計 主な歳入は一般会計から
の繰入れ。

○観光施設   480万円（国費含む）
総額
・燃料高騰に伴うスキー場指定管理料の増額

１億5,219万円

○下水道   1,065万円（国費含む）
総額
・燃料高騰に伴う管理委託料の増額

３億7,207万円

○農業集落排水事業   46万円（国費含む）
総額
・燃料高騰に伴う管理委託料の増額

2,237万円
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　現在議会では、何が議論され、どういった方向に進もうとしているのか、村の施策や議会での議論を議会だより
で伝え、議会だよりを身近に感じていただくため、議会だよりモニターを実施しています。
　モニターから頂いたご意見等および議会だより編集委員会として対応したことを紹介します。
　頂いたご意見等は、議会だより編集委員会にて検討し、改善が必要と思われる点については反映できるよう
努めております。
　今回は、令和３年４月号から令和５年１月号までに頂いたご意見・ご提案等の一部をご紹介します。

議会だよりモニターからのご意見を紹介します

ご意見等 対　応
「議会って何しているの？」（令和３年10月号
掲載）で、議案提出から採決までの流れを提示
しました。
「議会ごろく」で議会用語の解説を始めました。
余白、イラストを活用して分かりやすくなるよう
試みました。
読みやすいように横書きやフォント等を工夫し
ています。
載せきれない情報（詳細）は、村公式ウェブサイト
へ掲載しておりますが、そのアクセス方法について
議会だよりに掲載しました。
定例会・臨時会の会議録のウェブサイト閲覧に
ついて、お知らせとして掲載しました。
一般質問の記事において、写真・見出し・議員名
の配置を工夫し、何がテーマなのかを分かり
やすくしました。

議会は外から見えづらい、言葉も難しい、
わかりやすい記事を。
レイアウト、文字の大きさ、フォントの工夫、
横書きへの統一へ。
なるべく箇条書きにした方が読みやすい
請願・陳情について、不採択の場合、不採
択理由の記載を。
一般質問を各自1ページにまとめるのは
大変だと思う。（質問と回答のつながりや、
分かりやすい言葉・身近な言葉で。）
モニターからの声についての回答を広報
の紙面に載せてほしい。

村民の声として意見、提案、要望、質問として
受け取ってほしい。
議員と村が議論している資料がほしい（情報が
不十分）。
コロナ禍で地区づくり懇談会がなくなっている
ため、議会だよりのページに、はがき（受取人
払）を添付し、村民の声、意見、提案、要望、質問
を受け入れてはどうか。
「村政ー議員ー村民」のつながりが見える
「何か」があるといいかな。

学生・若き世代・子育て世代（人への投資）を
議論してほしい。
小・中学校の基礎学力の向上を求める。
限界集落を立て直す具体的かつ有効な施策が
提示されていない。
具体的な村の対応策が5Ｗ1Ｈで回答される
よう質問してほしい。
村の事業の維持拡大で村民一人ひとりにどの
ようなベネフィット（恩恵）があるのか。
「村内の視察」に対しての現状、問題点、対応策
の掲載を。

定例会・臨時会の会議録、議会だよりは、村公式ウェブサイトでご覧いただけます定例会・臨時会の会議録、議会だよりは、村公式ウェブサイトでご覧いただけます
＊3月9日から村の公式ウェブサイトがリニューアルされました＊

※会議録は、役場２階の議会事務局での閲覧（平日午前８：３０～午後５：１５）も可能です。

で検索して、次のように進んでください。木島平村
公式ウェブサイト（トップページ下段）の 木島平村議会 ➡ 会議録 または 議会だより

議会だより編集に対してのご意見等

議会だより編集以外へのご意見等

議 会だより 2023.3（No.251）
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令和５年 第１回 分館長主事会が開催されました

No.42

問88 　根塚遺跡は、昨年度、三韓瓦質土器が出土していたことが
確認され改めて注目されています。また、発掘当時は、渦巻文
装飾付鉄剣という大変珍しい形状の鉄剣が見つかり脚光を
浴びました。さて、この鉄剣は、どこの国で造られたものでしょう。

問89 　中村の稲荷境遺跡からは50年ほど前に、2900枚もの銭貨（お金）が発見され
ました。この銭貨はすべて中国で鋳造されたものです。さて、この銭貨はいつの
時代に埋められたと考えられているでしょうか。

（① 高句麗  ② 百済  ③ 新羅  ④ 加耶 ）

解答は、29ページにあります

弥生より栄華伝える根塚の剣
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令和５年 第１回 分館長主事会が開催されました
　2月10日、第１回の分館長主事会が開催されました。この会で、会長に栄町の林英明
さん、副会長に馬曲の芳川敏広さんと中町の小松伸二郎さんが選出されました。
　コロナ禍の中、少しずつ以前の生活に近づいていますが、まだまだ配慮が必要な状況
が続いています。このような中で、今年１年間、分館長・分館主事の皆様と、公民館活動
を進めていくことになります。よろしくお願いします。

会長
林 英明さん(栄町)

副会長
芳川敏広さん(馬曲)

副会長
小松伸二郎さん(中町)

令和５年 分館役職員名簿 （敬称略） （一部常用漢字使用）
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今
回
か
ら
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の
』改
訂
に

掲
載
さ
れ
て
い
る

資
料
に
つ
い
て 

①

人
権
推
進
室
　
山
屋
秀
夫

古
文
書
講
座  「
生
類
憐
み
の
令
」を
読
む

　
１
月
　
日
か
ら
３
月
７
日
ま
で
、３
回

に
わ
た
っ
て
古
文
書
講
座
が
行
わ
れ
ま
し

た
。第
２
回
は「
生
類
憐
み
の
令
」を
扱
い

ま
し
た
。こ
の
法
令
は
、徳
川
綱
吉
が
出
し

た
も
の
と
し
て
有
名
で
、社
会
科
の
教
科
書

に
も
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
古
文
書

が
木
島
平
村
に
残
っ
て
い
る
と
は
ど
う
い
う

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。と
て
も
興
味
深
い

こ
と
で
す
。

　
こ
の
古
文
書
は
今
か
ら
３
3
０
年
ほ
ど

前
の
１
６
９
０
年
代
、山
口
新
田
村（
現

山
口
区
）の
庄
屋 

伝
七
が
所
有
し
て
い
た

も
の
で
す
。左
下
の
写
真
は
、古
文
書
の

特
徴
を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、一
部

分
だ
け
書
下
し
文
を
添
え
て
、掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
素
人
の
私
に
は
３
３
０
年
ほ
ど
前
の

文
字
を
、全
て
を
読
む
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、そ
れ
で
も「
介
抱
」な
ど
の
言
葉
は

わ
か
り
ま
す
。こ
こ
の
部
分
は
、次
の
よ
う

な
意
味
で
し
た
。

　
こ
の
生
類
憐
み
の
令
の
文
書
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
村
が
飯
山
藩
の
奉
行
所
へ
提
出

す
る
た
め
の
ひ
な
形
で
し
た
。奉
行
所
へ

集
め
ら
れ
た
庄
屋
は
、こ
の
法
令
を
あ
ら

た
め
て
書
き
写
し
、村
人
が
押
印
を
し
て

提
出
し
て
い
た
の
で
す
。

　
徳
川
幕
府
は
全
国
津
々
浦
々
に
徹
底

す
る
た
め
に
、こ
の
よ
う
な
仕
組
み
を

と
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。当
時

の
徹
底
ぶ
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
貴
重

な
機
会
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　 

公
民
館
長
　
芳
原
毅
彦

は
な
れ
馬(

老
い
た
な
ど
の
理
由
で
飼
い
主

が
放
棄
し
た
馬)

が
や
っ
て
き
た
ら
、家
に

つ
な
い
で
介
抱
し
な
さ
い
。そ
し
て
、す
ぐ

に
奉
行
所
へ
連
絡
し
な
さ
い

24

ふるさと資料館 樋口館長による説明ふるさと資料館 樋口館長による説明

３３０年ほど前の古文書と書下し文３３０年ほど前の古文書と書下し文
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こ

か
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し
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今
回
か
ら
、人
権
副
読
本『
あ
け
ぼ
の
』に

掲
載
さ
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
つ
い

て
、「
願
い
」と「
活
用
方
法
」を
紹
介
し
ま
す
。

　
中
学
生
用
の『
あ
け
ぼ
の 

ー
人
間
に
光

あ
れ
ー（
６
訂
版
）』の
表
紙
を
開
く
と
２

ペ
ー
ジ
に
渡
っ
て
、下
の
よ
う
な「
気
づ
き
の

ま
ち
」と
い
う
大
き
な
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
授
業
で
は
、こ
の
絵
を
見
る
子
ど
も
た
ち

に
、次
の
よ
う
に
問
い
か
け
ま
す
。

　「
こ
の
絵
の
中
で
、人
権
が
大
切
に
さ
れ

て
い
て
い
い
な
と
思
う
箇
所
に
○
印
を
し
て

く
だ
さ
い
」、続
い
て「
反
対
に
、こ
れ
は
問
題

だ
と
思
う
箇
所
に
は
、□
印
を
し
て
く
だ
さ

い
」、さ
ら
に「
こ
れ
は
何
の
こ
と
だ
か
よ
く

わ
か
ら
な
い
、気
に
な
る
け
ど
、ど
う
い
う
こ
と

だ
ろ
う
と
思
う
箇
所
に
◇
の
印
を
し
て
く

だ
さ
い
」、以
上
の
よ
う
に
問
い
か
け
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
問
い
か
け
を
受
け
て
、こ
の

絵
を
見
た
子
ど
も
た
ち
が
、「
人
権
が
尊
重

さ
れ
た
、住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」様
々
な
気
づ

き
を
し
、人
権
に
つ
い
て
考
え
続
け
る
姿
勢

に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
絵
は
、子
ど
も
た
ち
が
場
面
を
絞
っ
て

見
る
こ
と
に
よ
り
、人
権
に
係
る
気
づ
き
を

広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、全
体
が
　
分
割
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
場
面
に
つ
い
て
描
か
れ
て

い
て
、子
ど
も
た
ち
が
人
権
の
視
点
か
ら

自
由
に
考
え
、気
づ
き
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う

に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
〇「
一
人
歩
き
に
対
す
る
注
意
を
呼
び
か

　
　
け
る
立
て
看
板
」に
込
め
ら
れ
た
願
い

　
　
を
考
え
る

　
〇「
子
ど
も
食
堂
の
取
組
み
」に
込
め
ら

　
　
れ
た
願
い
と
意
義
を
考
え
る

　
〇
被
差
別
部
落
の
土
地
の
価
格
が
、

　
　
他
で
は
見
ら
れ
な
い
不
当
に
安
い

　
　
扱
い
を
受
け
て
い
る
問
題
に
つ
い
て

　
　
考
え
る
　
　
他

　
以
上
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、子
ど
も
た
ち

の
人
権
に
係
る
気
づ
き
を
広
げ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

人
権
副
読
本

『
あ
け
ぼ
の
』改
訂
に

掲
載
さ
れ
て
い
る

資
料
に
つ
い
て 

①

人
権
推
進
室
　
山
屋
秀
夫

古
文
書
講
座  「
生
類
憐
み
の
令
」を
読
む

　
１
月
　
日
か
ら
３
月
７
日
ま
で
、３
回

に
わ
た
っ
て
古
文
書
講
座
が
行
わ
れ
ま
し

た
。第
２
回
は「
生
類
憐
み
の
令
」を
扱
い

ま
し
た
。こ
の
法
令
は
、徳
川
綱
吉
が
出
し

た
も
の
と
し
て
有
名
で
、社
会
科
の
教
科
書

に
も
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
古
文
書

が
木
島
平
村
に
残
っ
て
い
る
と
は
ど
う
い
う

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。と
て
も
興
味
深
い

こ
と
で
す
。

　
こ
の
古
文
書
は
今
か
ら
３
3
０
年
ほ
ど

前
の
１
６
９
０
年
代
、山
口
新
田
村（
現

山
口
区
）の
庄
屋 

伝
七
が
所
有
し
て
い
た

も
の
で
す
。左
下
の
写
真
は
、古
文
書
の

特
徴
を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、一
部

分
だ
け
書
下
し
文
を
添
え
て
、掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
素
人
の
私
に
は
３
３
０
年
ほ
ど
前
の

文
字
を
、全
て
を
読
む
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、そ
れ
で
も「
介
抱
」な
ど
の
言
葉
は

わ
か
り
ま
す
。こ
こ
の
部
分
は
、次
の
よ
う

な
意
味
で
し
た
。

　
こ
の
生
類
憐
み
の
令
の
文
書
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
村
が
飯
山
藩
の
奉
行
所
へ
提
出

す
る
た
め
の
ひ
な
形
で
し
た
。奉
行
所
へ

集
め
ら
れ
た
庄
屋
は
、こ
の
法
令
を
あ
ら

た
め
て
書
き
写
し
、村
人
が
押
印
を
し
て

提
出
し
て
い
た
の
で
す
。

　
徳
川
幕
府
は
全
国
津
々
浦
々
に
徹
底

す
る
た
め
に
、こ
の
よ
う
な
仕
組
み
を

と
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。当
時

の
徹
底
ぶ
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
貴
重

な
機
会
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　 

公
民
館
長
　
芳
原
毅
彦

は
な
れ
馬(

老
い
た
な
ど
の
理
由
で
飼
い
主

が
放
棄
し
た
馬)

が
や
っ
て
き
た
ら
、家
に

つ
な
い
で
介
抱
し
な
さ
い
。そ
し
て
、す
ぐ

に
奉
行
所
へ
連
絡
し
な
さ
い

24

ふるさと資料館 樋口館長による説明ふるさと資料館 樋口館長による説明

３３０年ほど前の古文書と書下し文３３０年ほど前の古文書と書下し文
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こ

か
き
　
く
だ

し
ょ
う
る
い
あ
わ
れ

れ
い
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ょ
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し
ょ
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じ
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人権意識の高揚をめざすポスター展人権意識の高揚をめざすポスター展  （小学生高学年の部）

〈優秀賞〉 阿部 つぐみ（6年）

昨年度の優秀作品を紹介します。学年は令和３年度の応募時のものです。（敬称略）

〈優秀賞〉 佐藤 璃桜（5年）
り お

〈優秀賞〉 内藤 巳琴（4年）
み こと

〈優秀賞〉 林 青桜葉（6年）
あ お ば

〈優秀賞〉 小林 舜季（4年）
しゅん き

〈優秀賞〉 小松 暖佳（5年）
はる か

〈優秀賞〉 市川 遥陽（5年）
はる ひ

「
み
ず
絵
・
き
り
絵 

合
同
展
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
こ
の
展
覧
会
は
１
月
　
日
か
ら
２
月
　
日
ま
で
、中
町
展
示

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。社
会
教
育
関
係
団
体
の「
水
彩
ク
ラ

ブ
」と「
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
」の
共
同
作
品
展
で
し
た
。

　
水
彩
ク
ラ
ブ
は
、自
分

た
ち
の
作
品
を
村
内

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
様
々
な

展
覧
会
へ
出
品
し
て
い

ま
す
。み
ゆ
き
野
の
風
景

画
展
は
他
市
町
村
か
ら

も
多
数
の
応
募
が
あ
り

ま
す
が
、そ
こ
で
も
多
く

の
入
賞
作
品
を
生
み
出

し
て
い
る
団
体
で
す
。

　
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
は
、昨
年

度
行
わ
れ
た「
切
り
絵

教
室
」が
き
っ
か
け
で
、

も
っ
と
い
い
作
品
を
作

り
た
い
と
い
う
気
持
ち

で
発
足
し
た
団
体
で

す
。月
２
回
作
品
作
り

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
の
展
覧
会
で
は
、

展
示
館
い
っ
ぱ
い
に
、思

わ
ず
見
と
れ
て
し
ま
う

風
景
が
描
か
れ
た
作

品
、精
緻
で「
す
ご
い
」

と
い
う
言
葉
が
漏
れ
て

し
ま
う
作
品
が
並
ん
で

い
ま
し
た
。

14

12

せ
い

ち

28

★新着図書★★新着図書★

図書館だより図書館だより

この世の喜びよ（井戸川射子）  地図と拳（小川哲）  しろがねの葉（千早茜）  中庭のオレンジ（吉田篤弘）  
アナベル・リイ（小池真理子）  教誨（柚月裕子）  審議官 隠蔽捜査（今野敏）  鎌倉幕府抗争史（細川重男）  
ひどい民話を語る会（京極夏彦 他）  スマホ失明（川本晃司）  毎日おにぎり365日（日々おにぎり ゆこ） 
はじめてでも最後まで弾ける大人のピアノ（丹内真弓）  社会保障のトリセツ（山下慎一） 
「天気が悪いと調子が悪い」を自分で治す本（佐藤純）  いただきますの山（束元理恵）
1945わたしの満洲脱出記（稲毛幸子）

★児童図書★★児童図書★
地球の中に、潜っていくと…（入船徹男）  はんぶんこ（杜今日子）
ち なか もぐ いり ふね てつ お もり きょう こきゅう

問88 ④ 加耶

問89

　根塚遺跡からは他にも2本、計3本の鉄剣が見つかっていて、成分分析の結果3本とも加耶産の鉄で
あることが分かりました。また渦巻文のある鉄剣をつくる技術は当時の日本にはありませんでした。

室町時代

　一番古い銭貨は紀元前175年のもので、全国で50枚ほど、県内では塩尻
市で2枚しか見つかっていない貴重なものでした。また、一番新しいものは700
年ほど前のものでした。2900枚の銭貨は紀元前175年から西暦1300年ほ
どの間のもので、それがわら縄でまとめられていました。

公民館図書委員 平野大輔
『トムは

真夜中の庭で』
著：フィリパ・ピアス　イギリスの作家、ピアスの1958年発表の名作。優れた児童文学に贈られる権威ある

賞、カーネギー賞を同年に受賞している。
　大きな古時計が真夜中に13時を打つと、家の裏側に美しい庭園があらわれる。トムは
毎晩通いつめ、少女ハティと出会うのだが、、、
　「時」を題材にした多くの作品のなかでも、特に、ストーリーの組み立てが細部に至るま
で考えられており、見事の一言。
　また、庭園の花や木々の鮮やかな描写、読み進める程に、引き込まれるストーリー。物語
中盤からのワクワクは、やがて感動に変わっていきます。読む人それぞれの年齢ごとに、
違う感動を与えてくれる傑作です。

今月の一冊

図書館内の蔵書点検をおこなうため、毎月最終火曜日は休館します。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

休館のお知らせ 今月の点検休館日

3月 28日 (火)

い こ こぶし

つか もと

たん

いな げ ゆき こ

ない

きょうかい ゆ づき ゆう こ いん ぺい こん の びん

さとし ち はやあかね

縷 と々して歴史を繋ぐ古文銭る
る る れき し つな こ もんせん
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★新着図書★★新着図書★

図書館だより図書館だより

この世の喜びよ（井戸川射子）  地図と拳（小川哲）  しろがねの葉（千早茜）  中庭のオレンジ（吉田篤弘）  
アナベル・リイ（小池真理子）  教誨（柚月裕子）  審議官 隠蔽捜査（今野敏）  鎌倉幕府抗争史（細川重男）  
ひどい民話を語る会（京極夏彦 他）  スマホ失明（川本晃司）  毎日おにぎり365日（日々おにぎり ゆこ） 
はじめてでも最後まで弾ける大人のピアノ（丹内真弓）  社会保障のトリセツ（山下慎一） 
「天気が悪いと調子が悪い」を自分で治す本（佐藤純）  いただきますの山（束元理恵）
1945わたしの満洲脱出記（稲毛幸子）

★児童図書★★児童図書★
地球の中に、潜っていくと…（入船徹男）  はんぶんこ（杜今日子）
ち なか もぐ いり ふね てつ お もり きょう こきゅう

問88 ④ 加耶

問89

　根塚遺跡からは他にも2本、計3本の鉄剣が見つかっていて、成分分析の結果3本とも加耶産の鉄で
あることが分かりました。また渦巻文のある鉄剣をつくる技術は当時の日本にはありませんでした。

室町時代

　一番古い銭貨は紀元前175年のもので、全国で50枚ほど、県内では塩尻
市で2枚しか見つかっていない貴重なものでした。また、一番新しいものは700
年ほど前のものでした。2900枚の銭貨は紀元前175年から西暦1300年ほ
どの間のもので、それがわら縄でまとめられていました。

公民館図書委員 平野大輔
『トムは

真夜中の庭で』
著：フィリパ・ピアス　イギリスの作家、ピアスの1958年発表の名作。優れた児童文学に贈られる権威ある

賞、カーネギー賞を同年に受賞している。
　大きな古時計が真夜中に13時を打つと、家の裏側に美しい庭園があらわれる。トムは
毎晩通いつめ、少女ハティと出会うのだが、、、
　「時」を題材にした多くの作品のなかでも、特に、ストーリーの組み立てが細部に至るま
で考えられており、見事の一言。
　また、庭園の花や木々の鮮やかな描写、読み進める程に、引き込まれるストーリー。物語
中盤からのワクワクは、やがて感動に変わっていきます。読む人それぞれの年齢ごとに、
違う感動を与えてくれる傑作です。

今月の一冊

図書館内の蔵書点検をおこなうため、毎月最終火曜日は休館します。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

休館のお知らせ 今月の点検休館日

3月 28日 (火)

い こ こぶし

つか もと

たん

いな げ ゆき こ

ない

きょうかい ゆ づき ゆう こ いん ぺい こん の びん

さとし ち はやあかね

縷 と々して歴史を繋ぐ古文銭る
る る れき し つな こ もんせん
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介 護 予 防 事 業

　いきいき広場は、各地区分館を拠点に活動しています。歩いて通える身近な“介護予防”の
場として、村内にお住いの、おおむね65歳以上の方を対象に午前9時半～午前11時45分
まで活動を行います。

4月から開催が以下のように変更となります。
＜変更前＞ 毎月1回開催　➡　＜変更後＞ 2ヶ月に1回開催

事業所紹介 いきいき広場いきいき広場

「いきいき広場」「集まろう！通いの場 ピース」へのご参加は随時募集しています。
お気軽に社会福祉協議会までお申し込み・お問合わせください。　☎ 82-4888

ふるさと資料館見学ふるさと資料館見学 やまびこの丘公園　ダリア見学やまびこの丘公園　ダリア見学

4月から新しい介護予防事業が始
まります

4月から新しい介護予防事業が始
まります4月から新しい介護予防事業が始
まります

4月から新しい介護予防事業が始
まります

No.

発行：社会福祉法人
　　　　木島平村社会福祉協議会
住所：木島平村大字往郷908-3
ＴＥＬ：0269(82)4888
社協ホームページ
https://sites.google.com/
view/kijima-syakyo/
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さわ
やか笑顔さん

• 

参
加
者 •
  

毎
回
楽
し
く

  

参
加
し
て
い
ま
す
。

• 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア •

  

参
加
者
の
皆
さ
ん
が

  

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

  

お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

南鴨いきいき広場
参加者・ボランティア

左）土屋 登志子さん

右）尾澤 しず子さん
中）小池 富士子さん

この社協だよりは共同募金の配分金で発行されています。 30

映画上映会 報告

新型コロナウイルスの影響により、
予定を変更する場合があります。
ご理解とご協力をお願い致します。3/15～4/30社協の予定社協の予定

〇ふれあいランチ
〇無料法律相談＜予約制＞（相談員…天然寺法律事務所 齊藤善隆弁護士）
〇心配ごと相談（相談員…行政相談委員・人権擁護委員・民生児童委員）
〇ふれあいランチ
〇ふれあいランチ

3/15

4/5
4/12
4/26

（水）

（水）
（水）
（水）

映画上映会 報告

その他にも、たくさんの方から
介護用品や食材のご寄附をいた
だきました。皆さまからのご厚
意に感謝いたします。

山﨑 三男様 （栄町）　
・・・介護用品、タオル

ご寄附

いずれは、我が身と思いながら見させてもらいました。
母のことが懐かしくなりました。
今回の映画を色々な人に見てもらいたいです。
地域みんなで支え合って生きていきたいと思います。
今後の役に立てたい。行政に相談する大切さを知りました。
認知症に対する意識を持つ機会になりました。
夫婦よりそって生きていく姿に感動しました。ありのまま
の姿を伝えてくれる映画でした。親が子を、子が親を思う
気持ちが伝わり涙が溢れました。

フードドライブ 報告フードドライブ 報告
　当日会場にてフードドラ
イブを実施しました。ご協力
いただいた皆様ありがとう
ございます。
　フードドライブで集まった
食材は、必要とされるご家
庭などにお届けします。

ご家庭 フード
バンク

食品が
必要な
人たち

寄付する 届ける

家庭で
余っている
食品

その人に
会った
食品セット

「もったいない」を「ありがとう」にかえる取り組みです
フードドライブの流れ

　２月２３日 若者センターを会場に赤い羽根共同募金「映画上映会」を
開催しました。新型コロナウイルス感染予防対策から、人数制限をかけて
の開催を行いました。映画は〝ぼけますから、よろしくお願いします〟という
ドキュメンタリー映画です。当日、制限人数いっぱいのご来場がありました。

6月3日開催予定の社会福祉
大会では、続編である「ぼけま
すからよろしくお願いします。
～お帰りお母さん～」を上映
する予定です。詳細等は、改めて
ご案内いたします。
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が
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方
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テ
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4
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3
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で
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中
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入
申
込
手
続
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完
了
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日
午
前
0
時
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3
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と
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す
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と
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動
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発
的
な
意
思
に
よ
り
他
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や
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に
貢
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る
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活
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」で
次
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ま
で
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い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
活
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と
し
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す
。

①
グ
ル
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プ
の
会
則
に
則
り
企
画
、立
案
さ
れ
た
活
動
で

　あ
る
こ
と
。(

社
会
福
祉
協
議
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る

　こ
と
が
必
要
で
す
。）

②
社
会
福
祉
協
議
会
に
届
け
出
た
活
動
で
あ
る
こ
と
。

③
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
さ
れ
た
活
動
で
あ
る
こ
と
。
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映画上映会 報告

新型コロナウイルスの影響により、
予定を変更する場合があります。
ご理解とご協力をお願い致します。3/15～4/30社協の予定社協の予定
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〇無料法律相談＜予約制＞（相談員…天然寺法律事務所 齊藤善隆弁護士）
〇心配ごと相談（相談員…行政相談委員・人権擁護委員・民生児童委員）
〇ふれあいランチ
〇ふれあいランチ

3/15

4/5
4/12
4/26

（水）

（水）
（水）
（水）

映画上映会 報告

その他にも、たくさんの方から
介護用品や食材のご寄附をいた
だきました。皆さまからのご厚
意に感謝いたします。

山﨑 三男様 （栄町）　
・・・介護用品、タオル

ご寄附

いずれは、我が身と思いながら見させてもらいました。
母のことが懐かしくなりました。
今回の映画を色々な人に見てもらいたいです。
地域みんなで支え合って生きていきたいと思います。
今後の役に立てたい。行政に相談する大切さを知りました。
認知症に対する意識を持つ機会になりました。
夫婦よりそって生きていく姿に感動しました。ありのまま
の姿を伝えてくれる映画でした。親が子を、子が親を思う
気持ちが伝わり涙が溢れました。

フードドライブ 報告フードドライブ 報告
　当日会場にてフードドラ
イブを実施しました。ご協力
いただいた皆様ありがとう
ございます。
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庭などにお届けします。
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「もったいない」を「ありがとう」にかえる取り組みです
フードドライブの流れ

　２月２３日 若者センターを会場に赤い羽根共同募金「映画上映会」を
開催しました。新型コロナウイルス感染予防対策から、人数制限をかけて
の開催を行いました。映画は〝ぼけますから、よろしくお願いします〟という
ドキュメンタリー映画です。当日、制限人数いっぱいのご来場がありました。

6月3日開催予定の社会福祉
大会では、続編である「ぼけま
すからよろしくお願いします。
～お帰りお母さん～」を上映
する予定です。詳細等は、改めて
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 森   悠
ゆ う ご

悟くん

 令和３年２月 26 日生まれ

（中町区/大
だいすけ

輔さん・麻
ま ゆ か

由佳さん）

世帯と人口 ３月１日現在
（令和２年国勢調査に基づく推計値）

2,040（ー９） 2,158（＋３） 4,198（－６）1,526（－２）

　レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
や
積
み
木
で
遊
ぶ

の
が
好
き
な
悠
悟
く
ん
。
相
撲
を
見

る
の
が
マ
イ
ブ
ー
ム
。

　

　お
手
伝
い
や
歯
み
が
き
が
で
き
る

よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

◇
長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
　

【
投
開
票
日
】

　
・
期
　
　
日
　
４
月
９
日
（
日
）

　
・
投
票
時
間
　
午
前
７
時
～
午
後
７
時

　
・
投
票
場
所
　
各
投
票
所

【
期
日
前
投
票
】

　
・
投
票
期
間
　
４
月
１
日
～
４
月
８
日

　
・
投
票
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

　
・
投
票
場
所
　
役
場
ロ
ビ
ー

◇
木
島
平
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
　

【
投
開
票
日
】

　
・
期
　
　
日
　
４
月
23
日
（
日
）

　
・
投
票
時
間
　
午
前
７
時
～
午
後
６
時

　
・
投
票
場
所
　
各
投
票
所

【
期
日
前
投
票
】

　
・
投
票
期
間
　
４
月
19
日
～
４
月
22
日

　
・
投
票
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

　
・
投
票
場
所
　
役
場
ロ
ビ
ー

自然劇場

◆令和５年 ３月 15 日（毎月 1 回発行）　　◆株式会社　日美印刷

◆発行／木島平村 〒 389-2392 長野県下高井郡木島平村大字往郷 914 番地６  ☎ 0269（82）3111  

　木島平村公式ウェブサイト  自然劇場きじま平　http://www.vill.kijimadaira.lg.jp/

３月掲載承諾分動きの人人人人

４
月
に
実
施
さ
れ
る
選
挙
情
報

　
～
日
程
を
確
認
し
、
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
～

　
４
月
に
は
、
次
の
２
つ
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
代
表
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
投
票
を

行
い
、
自
分
の
意
思
を
反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

※
投
票
立
会
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
選
挙
管
理

　
委
員
会
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
　
内
線
１
０
６
】

※氏名の一部に常用漢字を使用・敬称略で記載

342

ごめいふくをお祈りします

　      2   .  3         糠　千     　金井　一
か ず こ

子　　   （103）
　      2   .  3         南　鴨     　川口　秀

ひ で お

夫　　    （75）
　      2   .12         小　見     　山崎　傳

つ た え

衛　　   （101）
　      2   .16         栄　町     　山﨑　三

み つ お

男　　    （73）
　      2   .19         小　見     　山﨑　春

は る お

夫　　    （79）
　      2   .24         南　鴨     　湯本　泰

た い じ

治　　    （70）
　      2   .25         中　村     　齋藤よしを　　    （97）

２歳くらいのお子さんを大募集！掲載されたご家庭に
は、ふう太ネットでの放送を収録したDVDまたはBDのど
ちらか１枚と広報誌３冊をプレゼントします。詳しく
は政策情報係（内線114）までご連絡ください！

広報・村公式ウェブサイトの広告募集中

広報きじま平、村公式ウェブサイトへ掲載する広
告を随時募集しています。
詳しくは政策情報係までお問合せください。
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